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～交通安全「やまとじ」の実践～

ま 待った、飲酒運転。ハンドルキーパーで安全・安心

車で飲食店に行き、
飲酒する時にお酒を
飲まない人を決めて
おき、仲間を安全に
自宅まで送り届ける
運動です。

ハンドルキーパー運動 ●飲酒運転を徹底検挙します！
○ 飲酒運転による交通事故（自転車を含む）件数

３３件（うち死亡事故６件、死者７人）
○ 飲酒運転の検挙数

３２３件（前年比＋１４件）
○ 「すぐそこだから大丈夫」は大きな間違い！

飲酒人身事故のうち、運転の開始場所から目的
地までの距離は３ｋｍ以内が半数以上を占めてい
ます！

県警察では、交通事故防
止を目的として、いろい
ろなテーマの交通安全教
育動画を制作し、配信し
ています。今後も皆さま
の安全を守るため、わか
りやすい動画を制作しま
すので是非ご覧下さい。

奈良県警察
YouTube

奈良県警察交通部
Twitter

奈良県警察
Facebook奈良県警察 交通安全教育動画 検索

じ 自転車は車の仲間、ルールを守って安全運転

１．自転車は、車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
○夜間はライトを点灯
○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５．子どもはヘルメットを着用

自転車安全利用五則
○自転車事故の推移

や 夜間に目立つ反射材、前照灯の早め点灯と上向き点灯

夕暮れ時は、視認性の向上
と自分の存在を周囲に知ら
せるためにも、早めに前照
灯を点灯するとともに、対
向車や先行車がいないとき
など、周りの迷惑にならな
いときは、ハイビーム（上
向き）を活用しましょう。

夜間は、自分の存在

が目立つ反射材を
着けましょう。

自転車による交通死亡事故の大半は
単独事故によるものです。

ヘルメットを忘れずに！！
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飲酒運転開始場所から目的地
までの距離における比較

※ H23～R2に発生した飲酒人身事故

と 止まってゆずろう、横断歩道は歩行者優先
「渡るなら、Let`s Sign」実践運動の推進

歩行者が道路を横断する場合、近くの横断歩道を利用す
るなどといった交通ルールの周知に加え、
○ 手をあげるなどして運転者に横断する意思を明確
に伝えること

○ 安全を確認してから横断すること
○ 横断中も周りに気を付けること
○ 渡り終えたら運転者にお礼（会釈等）をすること

等を促し、「自らの安全を守るための交通行動」を定着
させるもの。

横断歩道で横断しようとしている人や横断
中の人がいるのに停止しなかったり、歩行
者の通行を妨害した場合、横断歩行者等妨
害等違反として検挙の対象となります。

●知っていますか？

違反点数 ２点 反則金 大型１２，０００円
普通 ９，０００円
二輪 ７，０００円
原付 ６，０００円
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区　　　　分 R1 R2 R3

自転車の人身事故（件） 543 467 507

自転車の死者数（人） 4 6 3

うち単独事故による死者数 3 6 2


